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地域組織の確立で

mail jam-senior@jam-union.jp会員間の絆の促進を

令
和
７
年
９
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
２
０
２
６
年
度

(

第
17
回)

定
期
総
会
に
お
い
て
、
新
た
に
会
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
宮
本
礼
一
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

私
は
２
０
１
７
年
８
月
の
定
期
大
会
で
Ｊ
Ａ
Ｍ
会
長

を
退
任
し
た
後
に
故
郷
の
石
川
県
小
松
市
に
戻
り
、
２

０
２
４
年
に
地
震
と
豪
雨
で
被
災
し
た
能
登
半
島
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
私
に
で
き
る
社
会
参
加
な

ど
に
汗
を
流
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
仲
間
は
、
四
半
世
紀
に
わ
た
る
Ｊ

Ａ
Ｍ
運
動
の
歴
史
の
中
で
、

組
織
内
国
会
議
員
を
通
じ

て
、
現
場
で
働
く
者
の
声

が
国
政
に
届
く
こ
と
を
経

験
し
て
い
ま
す
。

津
田
弥
太
郎
元
参
議
院

議
員
が
辞
め
ら
れ
て
以
来
、

空
白
と
な
っ
て
い
た
Ｊ
Ａ
Ｍ
組
織
内
参
議
院
議
員
が
、

今
回
の
「
郡
山
り
ょ
う
」
参
議
院
議
員
の
誕
生
に
よ
っ

て
、
企
業
労
使
の
現
場
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
で
あ

る
医
療
・
介
護
や
、
年
金
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

保
障
制
度
な
ど
、
多
く
の
政
策
課
題
の
改
善
に
向
け
て

再
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
が
昨
年
９
月
に
公
表
し
た
日
本
の
高
齢
者
数
は
３

６
２
５
万
人
、
短
時
間
就
労
を
含
め
て
９
２
０
万
人
弱

の
高
齢
者
が
働
い
て
お
り
、
就
労
者
の
７
人
に
１
人
が

65
歳
以
上
の
高
齢
者
だ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
今
年
中
に

は
団
塊
世
代
と
い
わ
れ
る
方
々
の
全
て
が
75
歳
以
上
に

な
り
、
２
０
４
０
年
の
高
齢
者
率
は
35
％
に
達
す
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
は
、
既
に
社
会
問
題
化
し
て
い
る

「
社
会
保
障
費
の
財
源
不
足
」
や
、
「
経
済
活
動
の
鈍

化
」
な
ど
が
一
層
顕
著
に
な
り
、
そ
の
結
果
多
種
多
様

な
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
じ

て
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
具
体
的
課
題
の
改
善
に
向
け

て
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
に
結
集

す
る
現
役
組
合
員
を
は
じ
め
、
連
合
構
成
組
織
の
仲
間

の
皆
さ
ん
と
共
に
、
高
齢
化
社
会
を
取
り
巻
く
課
題
の

解
決
に
向
け
て
、
確
実
に
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ
て
い

く
こ
と
と
し
、
高
齢
社
会
の
当
事
者
と
し
て
、
元
気
で

活
力
に
あ
ふ
れ
、
幸
せ
に
満
ち
た
第
二
の
人
生
を
手
に

入
れ
る
こ
と
を
運
動
の
基
調
と
し
て
、
行
動
を
起
こ
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国
の
仲
間
の
皆
さ

ん
、
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

２
０
２
６
年
度(

第
17
回)
Ｊ

Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
定
期
総
会

を
９
月
３
日
、
東
京
・
友
愛
会

館
大
会
議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
全
国
の
地
方
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
か
ら
代
議
員
43
人
、

役
員
21
人
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
現
役
２

人
、
ご
来
賓
３
名
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
１
名
の
70
人
が
出
席
し

ま
し
た
。

開
会
前
、
公
務
で
出
席
が

叶
わ
な
か
っ
た
郡
山
り
ょ
う

参
議
院
議
員
の
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
上
映
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
昨
年
度
中
に
ご
逝

去
さ
れ
た
会
員
に
対
し
て
黙

と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。
木
村

副
会
長
の
開
会
挨
拶
の
あ
と
、

愛
媛
の
兵
頭
康
宏
さ
ん
、
石

川
の
古
田
政
敏
さ
ん
が
議
長

団
に
就
任
し
ま
し
た
。

最
初
に
大
山
会
長
よ
り
次

の
４
点
に
わ
た
っ
て
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
①
参
院
選
で

は
差
別
や
排
外
主
義
を
唱
え

る
政
党
が
伸
長
し
た
。
改
め

て
民
主
主
義
の
大
切
さ
を
訴

え
て
い
く
。
②
少
子
化
、
高

齢
者
医
療
、
介
護
、
高
齢
者

の
生
活
実
態
の
四
つ
の
課
題
に

つ
い
て
検
討
し
報
告
書
を
ま
と

め
た
。
今
後
は
４
人
の
国
会
議

員
と
連
携
し
、
財
源
問
題
を
中

心
に
検
討
し
て
い
く
。
③
専
守

防
衛
、
非
核
三
原
則
、
シ
ビ
リ

ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
三
原
則

に
基
づ
き
取
組
み
を
進
め
る
。

特
に
、
核
を
廃
絶
す
る
取
組
み

を
粘
り
強
く
進
め
て
い
く
。
④

温
暖
化
対
策
は
ま
っ
た
な
し
で

あ
る
。
国
や
自
治
体
や
企
業
へ

の
要
求
に
加
え
て
、
自
分
た
ち

で
出
来
る
取
組
み
を
運
動
と
し

て
行
っ
て
い
く
。

ご
来
賓
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
・
安
河
内

賢
弘
会
長
、
日
本
退
職
者
連
合
・

野
田
那
智
子
会
長
、
基
幹
労
連

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
兼
子
昌
一
郎

会
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、
村

田
享
子
参
議
院
議
員
か
ら
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

活
動
報
告
、
会
計
報
告
を
満

場
の
拍
手
で
確
認
し
た
あ
と
、

議
案
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
「
２
０
２
６
年

度
活
動
方
針
案
」
の
審
議
で
は
、

「
他
産
別
に
は
組
合
規
約
に
退

職
後
Ｏ
Ｂ
会
加
入
を
義
務
付
け

て
い
る
単
組
も
あ
る
。
高
齢
者

に
つ
い
て
は
現
役
時
代
か
ら
加

入
し
て
も
ら
う
仕
組
み
が
必
要
。
」

(

富
山
・
尾
島
代
議
員)

、
「
個

人
加
入
の
拡
大
は
進
ん
で
い
る

の
か
。
単
組
シ
ニ
ア
の
立
ち
上

げ
に
つ
い
て
は
現
役
が
シ
ニ
ア

組
織
の
必
要
性
と
立
ち
上
げ
を

方
針
上
明
確
に
す
べ
き
」(

長
野
・

今
井
代
議
員)

、
「
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
存
在
が
現
役
に
周
知
さ
れ

て
い
な
い
。
地
協
や
単
組
に
出

向
く
地
道
な
活
動
が
必
要
」(

愛

知
・
澤
山
代
議
員)

と
の
意
見
表

明
が
あ
り
ま
し
た
。
本
部
答
弁

の
あ
と
、
採
決
の
結
果
、
２
０

２
６
年
度
活
動
方
針
案
は
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長

宮
本

礼
一

主 張

第
２
号
議
案
「
２
０
２
６
年
度

予
算
案
」
が
承
認
さ
れ
た
あ
と
、

第
３
号
議
案
で
「
２
０
２
６
・
２

７
年
度
役
員
選
出
」
が
提
案
さ
れ
、

満
場
の
拍
手
で
承
認
。
大
山
会
長
、

木
村
副
会
長
が
退
任
し
、
新
た
に

会
長
に
宮
本
礼
一
氏(

中
央)

、
副

会
長
に
箕
浦
元
幸
氏(

兵
庫)

が
就

任
し
ま
し
た
。
そ
の
後
６
期
12
年

会
長
を
務
め
ら
れ
た
大
山
勝
也
さ

ん
と
、
７
期
14
年
副
会
長
を
務
め

ら
れ
た
木
村
正
次
さ
ん
に
、
宮
本

会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
宮
本
新
会
長
の
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
三
唱
し
閉
会
し
ま
し
た
。

２
０
２
６
年
度
定
期
総
会
を
開
催

～
新
会
長
に
宮
本
礼
一
氏
を
選
出
、
２
０
２
６
年
度
活
動
方
針
を
承
認
～
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Ｊ
Ａ
Ｍ
定
期
大
会
は
８
月
28

日
、
29
日
の
２
日
間
、
岐
阜
市

「
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
で

役
員
、
代
議
員
な
ど
総
勢
６
４

０
人
が
参
加
し
「
新
し
い
Ｊ
Ａ

Ｍ
に
向
か
っ
て
・
現
場
の
声
で

は
た
ら
く
を
変
え
よ
う
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
２
６
年
度
・
２
７

年
度
運
動
方
針
、
２
０
２
６
年

度
予
算
案
な
ど
９
本
の
議
案
を

活
発
な
質
疑
応
答
を
行
っ
た
あ

と
満
場
一
致
、
賛
成
多
数
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
に
出
席
し
た
郡

山
り
ょ
う
参
議
院
議
員
よ
り

「
９
４
，
６
１
０
と
い
う
貴
重

な
票
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
現
場
の
声

を
元
に
、
賃
金
が
上
が
る
社
会
、

自
由
時
間
が
確
保
で
き
る
社
会
、

不
安
の
な
い
社
会
の
実
現
を
達

成
す
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
」

と
の
決
意
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。役

員
改
選
が
行
な
わ
れ
、
中

井
書
記
長
ら
13
人
の
役
員
が
退

任
、
安
河
内
賢
弘
会
長
と
岩
崎

和
人
新
書
記
長
の
体
制
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
か
ら

は
大
山
会
長
を
は
じ
め
中
央
三

役
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
年
の
石
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

は
、
津
田
弥
太
郎
以
降
９
年
ぶ

り
の
Ｊ
Ａ
Ｍ
独
自
候
補
郡
山
り
ょ

う
当
選
を
祝
う
定
期
総
会
と
な

り
ま
し
た
。
藤
川
・
田
中
の
無

念
を
よ
う
や
く
晴
ら
す
こ
と
が

で
き
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
の
政
策
制
度
活

動
に
も
新
し
い
希
望
の
時
代
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

第
25
回
定
期
総
会
は
、
金
沢

市
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
リ
デ
ィ
・
イ
ン
金

沢
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
で
８
月
５
日

に
開
催
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
本

部
の
大
山
勝
也
会
長
、
石
川
県

退
職
者
連
合
の
高
芳
春
会
長
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
石
川
県
連
の
山
下
敏
弘

会
長
、
小
松
市
議
会
議
員
木
下

裕
介
、
加
賀
市
議
会
議
員
上
田

朋
和
、
北
陸
労
金
の
西
田
満
明

理
事
長
、
こ
く
み
ん
共
済
石
川

の
見
木
友
治
小
松
支
所
長
を
お

迎
え
し
、
役
員
・
代
議
員
を
入

れ
総
勢
40
名
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
今
年
10
月
に
加
賀
市
議

会
議
員
選
挙
に
４
度
目
の
挑
戦

を
す
る
上
田
議
員
か
ら
は
、
地

域
と
産
別
の
課
題
の
提
起
の
後
、

力
強
い
必
勝
に
向
け
た
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
昨
年
の
震
災
で

液
状
化
の
被
害
で
家
が
傾
い
た

内
灘
近
く
の
金
沢
市
粟
ヶ
崎
に

住
む
全
国
金
属
時
代
の
元
書
記

長
東
茂
（
90
歳
）
さ
ん
か
ら
、

元
気
な
姿
で
質
問
と
報
告
が
あ

り
、
家
の
補
修
費
用
が
自
然
災

害
共
済
大
型
タ
イ
プ
で
、
満
額

出
て
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

地
震
の
復
興
は
こ
れ
か
ら
が
大

変
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
の
挨
拶
１
時
間
、
総
会

議
案
30
分
、
総
会
終
了
後
10
階

の
金
沢
の
街
を
見
晴
ら
せ
る
会

場
で
懇
親
会
を
開
催
、
松
田
代

表
幹
事
か
ら
大
山
会
長
の
退
任

に
対
し
て
、
永
年
の
ご
苦
労
に

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

石
川
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
は
、

い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
り
ま
す

が
、
各
単
組
の
Ｏ
Ｂ
会
活
動
と

ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
、
前
進
で

き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ゆ
き

ま
す
。

京
都
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
９

月
９
日
京
都
労
働
者
総
合
会
館

に
お
い
て
２
０
２
６
年
度
の
第

25
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
役
員
12
名
・
代
議
員
28
名

が
出
席
、
来
賓
と
し
て
今
年
度

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
新
会
長
の
宮
本

会
長
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
京
滋
の
青
山
執

行
委
員
長
、
夏
の
選
挙
で
当
選

さ
れ
た
郡
山
り
ょ
う
参
議
院
議

員
の
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

天
達
幸
一
議
長
（
Ｏ
Ｂ
の
会

オ
ム
ロ
ン
）
の
議
事
進
行
で
過

年
度
経
過
・
決
算
報
告
。
新
年

度
の
活
動
方
針
・
予
算
。
役
員

選
出
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
主
な
活
動
方
針
は

①
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

「
四
つ
の
理
念
」
「
五
つ
の
活

動
指
針
」
を
前
提
に
活
動
を
進

め
る
。
②
年
金
、
医
療
、
介
護
、

認
知
症
対
策
な
ど
を
中
心
と
し

た
政
策
制
度
の
取
組
。
③
政
策

研
修
会
の
開
催
。
④
会
員
拡
大

の
取
組
。
⑤
交
流
行
事
取
組
み

等
。
こ
の
活
動
方
針
と
予
算
、

新
年
度
役
員
の
確
認
を
満
場
一

致
で
採
択
、
木
村
正
次
会
長
の

「
が
ん
ば
ろ
う
」
で
総
会
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、

２
０
２
６
年
核
兵
器
不
拡
散

条
約(

Ｎ
Ｔ
Ｐ)

再
検
討
会
議

に
向
け
て
、
核
兵
器
廃
絶
と

世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現
を

め
ざ
し
、
連
合
・
原
水
禁
・

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｉ
Ｎ(

旧
核
禁
会

議)

の
３
団
体
と
連
携
し
て

「
核
兵
器
廃
絶
１
０
０
０
万

署
名
運
動
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

核
弾
頭
は
い
ま
だ

に
世
界
に
約
１
２
，

１
２
０
発
も
存
在
し
、

か
つ
使
用
可
能
な
核

弾
頭
は
増
加
し
て
お

り
、
核
兵
器
の
脅
威

は
増
大
し
て
い
ま
す
。

核
兵
器
不
拡
散
条
約

(

Ｎ
Ｔ
Ｐ)

と
は
核
兵

器
の
開
発
、
製
造
、

保
有
を
規
制
し
、
核

兵
器
保
有
国
の
増
加

を
防
ぐ
こ
と
を
主
目

的
と
し
た
条
約
で
あ

り
、
核
兵
器
の
不
拡

散
、
核
軍
縮
の
促
進
、

原
子
力
の
平
和
利
用
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

５
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
の
再
検
討
会
議
は
、
世
界
の
核
軍
縮
に
向
け
て

最
大
の
重
み
を
持
つ
会
議
で
す
。
世
界
が
核
兵
器
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
世
界
で
唯
一
の
被
爆

国
と
し
て
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
１
０
０
０
万
署
名
運

動
成
功
の
た
め
に
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤
忠
男

通
信
員

Ｊ
Ａ
Ｍ
定
期
大
会

安
河
内
・
岩
崎
の
新
体
制
へ

石川

定
期
総
会
を
開
催

古
田
正
敏

事
務
局
長

京都

定
期
総
会
を
開
催

核兵器廃絶1000万署名へのご協力を！




